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成果の発表等（２２年度実績）

１．学会誌、書籍等への投稿一覧

著 者 名 福田 穣

表 題 魚類養殖現場でできる日常の健康診断

誌 名 養殖

巻（号） 47 (7)

掲 載 頁 22-24

発 表 年 2010

概 要 魚類養殖の日常作業過程をたどりながら、遊泳異常魚の発見、飼育魚体表(体色)の観察、水温の

観測、溶存酸素量の測定、摂餌状況の観察、の各項目について重要性と作業の要点を解説した。

著 者 名 福田 穣

表 題 魚病 NOW : カワハギの滑走細菌症

誌 名 養殖

巻（号） 47 (11)

掲 載 頁 94

発 表 年 2010

概 要 養殖カワハギで低水温期(13 ～ 17 ℃)に滑走細菌症の発生が目立つようになってきた。日間死亡

率は 0.1 ～ 0.2%程度であるが、死亡が長期にわたり継続して、累積死亡率が 5%以上に達した例も

ある。また、二次的にビブリオ病やレンサ球菌症を併発した場合には、死亡率が高くなり被害が増

大する。特徴的な外観症状は、体表に形成される患部で、皮膚のびらん、剥離などの初期病巣から、

潰瘍形成へ進行して重症化する。本症は Tenacibaculum maritimum の感染によって起こる。

著 者 名 大屋 寛

表 題 ブリ・ヒラマサを対象とした低魚粉飼料試験

誌 名 アクアネット（湊文社）

巻（号） 2010（10 月号）

掲 載 頁 42-45

発 表 年 2010

概 要 ブリ類養殖業の飼料コストの低減を図るため、合成タウリンの添加による配合飼料等の低魚粉化

及び低コスト化等について検討を行った。

その結果、ブリ当歳魚では魚粉の配合率を30%まで削減しても、通常の魚粉 60%と遜色無い成長

がみられたが、20%まで削減した場合、成長が劣り、タウリンを添加することで改善され、経済性

にも優れることがわかった。

著 者 名 松井崇憲

表 題 合成タウリンの添加効果（ＥＰ編）

誌 名 月刊かん水

巻（号） No.550

掲 載 頁 17-21

発 表 年 2010

概 要 ブリ 1 歳魚に魚粉 60%（対照）、同 32%、同 32%＋タウリン及び同 21%＋タウリンの 4 種類の配

合飼料を給餌した。その結果、タウリンを添加した 2 種類の飼料を給餌した区では、対照区と同等

以上の成長と飼育成績が得られた。品質に関しては、食味官能試験を実施した結果、魚粉 60%と

魚粉 21%＋タウリン給餌のブリの味の評価に差がなく、低魚粉飼料で飼育したブリの品質は、従

来の飼料と変わりがないことがわかった。

平 成 22 年 度
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著 者 名 Takamitsu Sakai, Yasuyuki Miyoshi, Tomomasa Matsuyama, Chihaya Nakayasu, Takashi Kamaishi,

Yutaka Fukuda and Takaji Iida

表 題 Detection of Japanese flounder antibody against fimbrial major protein of Edwardsiella tarda

誌 名 Fish Pathology

巻（号） 46 (1)

掲 載 頁 23-26

発 表 年 2011

概 要 Edwardsiella tarda 組換え線毛タンパク質を作製し，線毛に対するヒラメの抗体を検出する系を

確立した。培地上で線毛を産生している菌体を腹腔内接種したヒラメから線毛に対する抗体が特異

的に検出された。エドワジエラ症が発生したヒラメ養殖場では，死亡の増加とともに，線毛に対す

る抗体陽性魚の割合が増加した。養殖場のエドワジエラ症流行における線毛を保有する菌体の重要

性が示唆された。

著 者 名 宮村和良

表 題 沿岸域における有害有毒プランクトンの発生メカニズムと予知

「豊後水道における Karenia mikimotoi 赤潮」

誌 名 日本水産学会誌

巻（号） 77(3)

掲 載 頁 442

発 表 年 2011

概 要 大分県豊後水道沿岸で発生する K.mikimotoi 赤潮の発生メカニズム、監視体制、その成果につい

て報告した。大分県豊後水道沿岸における K. mikimotoi 赤潮は6月～8月に発生し、その発生は、赤

潮水塊が豊後水道の外から流入する赤潮水塊流入型と、各湾の地先で発生する中層赤潮型に大別す

ることができる。赤潮発生予察には各海域における発生メカニズムに応じた監視体制が必要であり、

赤潮水塊流入型では赤潮発生起源、経路である周防灘、伊予灘、別府湾の監視が必要である。現在、

周防灘～豊後水道に至る海域においては周辺各県の連携による船舶調査、水産庁による飛行観測、

名古屋大学、JAXA によるリモートセンシング技術を利用した人工衛星による赤潮監視を実施して

いる。中層赤潮型では、各湾の初期発生海域の中層で発生する濃密度層の監視が不可欠であること

から、県出先機関、市役所にクロロフィルセンサーが搭載された観測機器（CTD）を配備し、精力

的に機器を用いて赤潮監視を実施している。その結果、現場の赤潮対応が従来と比較して迅速に実

施されるようになった。近年の K. mikimotoi を含む赤潮発生は20件前後で推移しているが、H17年以

降の被害額は徐々に減少している。
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２．学会、研究会等口頭発表一覧

発表者名 宮村和良

表 題 豊後水道における Karenia mikimotoi 赤潮

場 所 平成 22 年度日本水産学会秋季大会 ミニシンポジウム（京都市）

年 月 日 2010.9.22

概 要 大分県豊後水道沿岸で発生する K.mikimotoi 赤潮の発生メカニズム、監視体制、その成果につい

て報告した。大分県豊後水道沿岸における K. mikimotoi 赤潮は 6 月～ 8 月に発生し、その発生は、

赤潮水塊が豊後水道の外から流入する赤潮水塊流入型と、各湾の地先で発生する中層赤潮型に大別

することができる。赤潮発生予察には各海域における発生メカニズムに応じた監視体制が必要であ

り、赤潮水塊流入型では赤潮発生起源、経路である周防灘、伊予灘、別府湾の監視が必要である。

現在、周防灘～豊後水道に至る海域においては周辺各県の連携による船舶調査、水産庁による飛行

観測、名古屋大学、JAXA によるリモートセンシング技術を利用した人工衛星による赤潮監視を実

施している。中層赤潮型では、各湾の初期発生海域の中層で発生する濃密度層の監視が不可欠であ

ることから、県出先機関、市役所にクロロフィルセンサーが搭載された観測機器（CTD）を配備し、

精力的に機器を用いて赤潮監視を実施している。その結果、現場の赤潮対応が従来と比較して迅速

に実施されるようになった。近年の K. mikimotoi を含む赤潮発生は 20 件前後で推移しているが、H17

年以降の被害額は徐々に減少している。

発表者名 宮村和良・東馬場大

表 題 貝毒被害対策における ELISA 法の有用性

場 所 平成 22 年度九州・山口ブロック水産試験場長会「漁場環境分科会」（別府市）

年 月 日 2010.10.9

概 要 新たな避難漁場の探索、設置を目的とし、ELISA を用いて各海域で飼育したヒオウギガイの毒力

値を用いて、最適な避難漁場の選定を行った。調査は 2008 年 3 月～ 6 月の期間に小蒲江湾の小蒲

江（養殖漁場）、屋形島西、蒲江湾の加羽根、2009 年 2 月～ 4 月の期間に小蒲江湾の小蒲江、屋形

島西、名護屋湾の葛原沖の各定点にヒオウギガイを垂下飼育した。 2008 年は、貝毒プランクトン

密度は小蒲江で最も低かったが、毒力は屋形島西の試料貝で最も低い 10.5MU/g(可食部)であり、小

蒲江の貝の 32.7MU/g(可食部)の 32%であった。2009 年は、貝毒プランクトン密度、ヒオウギガイ

毒力とも屋形島西で最も低く、毒力は屋形島西の試料貝で 1.1MU/g(可食部)であり、小蒲江の貝の

2.7MU/g(可食部)の 40%であった。以上の結果から、調査定点の中では屋形島東が最もヒオウギガ

イが毒化しにくく、養殖漁場で継続飼育した場合よりも毒化を半減できることが示唆され、避難漁

場として適当と思われた。

発表者名 西山雅人・真田康広・山田英俊・斉藤真美

表 題 豊予海峡周辺海域におけるマアジの成熟と卵の分布特性

場 所 2010（平成 22 年度）水産海洋学会研究発表大会（東京海洋大学品川キャンパス白鷹館）

年 月 日 2010.11.19

概 要 豊予海峡周辺海域に生息するマアジの成熟と卵の分布特性について明らかにした。同海域で漁獲

されたマアジ 1,050 個体の耳石から年齢査定を行った。年齢と尾叉長の関係から以下の成長式が得

られた。Lt=378.5[1-exp{-0.393(t+0.554)}]産卵期と産卵海域を特定するために、伊予灘、別府湾、

豊予海峡及び豊後水道でネット曳網により卵稚仔を採集した。2007 ～ 2009 年の 3 ヵ年を通じてマ

アジ卵は豊予海峡で多く出現した。卵の分布密度が高い豊予海峡で漁獲された親魚の卵巣組織には、

産卵中の指標である吸水卵、排卵後濾胞が確認されたことから同海域が大分県沿岸域における主産

卵海域と推定された。産卵期における年齢別成熟率は 3 月に 4 歳魚はほぼ 100%、3 歳魚で 80%、5

月には 2 歳魚で 80%、6 月は 1 歳魚で 40%であった。

平 成 22 年 度
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発表者名 宮村和良・岩野英樹・石坂丞二・エコ シスワント・小泉喜嗣・尾田成幸・小柳隆文・古川三記子

・村上 浩

表 題 大分県豊後水道沿岸におけるカレニア赤潮監視とその成果

（リモートセンシング技術を利用した赤潮監視）

場 所 平成 22 年度漁場環境保全関係研究開発推進特別部会 赤潮・貝毒部会（広島市）

年 月 日 2010.12.9

概 要 広域に発生する赤潮に対応する為、リモートセンシング技術を利用した赤潮監視網を整備した。

周防灘(山口、福岡および大分県)で実施してきた赤潮調査（水産庁委託事業）を、2008 年から周防

灘～日向灘にいたる海域（山口、福岡、大分、愛媛および宮崎県）に拡充し、K.mikimotoi の初期

発生海域から周辺海域に及ぶ広域赤潮監視体制を整備した。さらに、地球観測衛星 Terra と Aqua

の海色画像および陸域観測技術衛星だいち（ALOS）の RGP 画像等を利用した赤潮監視技術を導

入した。2008 年に周防灘から豊後水道沿岸にかけて広域な K.mikimotoi 赤潮が発生した際には、周

防灘で初期の赤潮発生が確認された段階で、周辺海域に対して赤潮への注意喚起が行われ、その後

の赤潮拡大に対して迅速な対応ができた。とくに、豊後水道北部沿岸の養殖場では、赤潮が移流す

る数週間前に赤潮の発生が予測できたことから、早期の赤潮対策によって漁業被害が最小限に抑え

られた。

発表者名 宮村和良・岩野英樹・石坂丞二・エコ シスワント・小泉喜嗣・尾田成幸・小柳隆文・古川三記子

・村上 浩

表 題 大分県豊後水道沿岸におけるリモートセンシング技術を利用した赤潮監視

場 所 衛生観測システムの海洋生態系研究及び水産業への利用のための基盤技術に関する研究（東京都）

年 月 日 2011.2.21

概 要 広域に発生する赤潮に対応する為、リモートセンシング技術を利用した赤潮監視網を整備した。

周防灘(山口、福岡および大分県)で実施してきた赤潮調査（水産庁委託事業）を、2008 年から周防

灘～日向灘にいたる海域（山口、福岡、大分、愛媛および宮崎県）に拡充し、K.mikimotoi の初期

発生海域から周辺海域に及ぶ広域赤潮監視体制を整備した。さらに、地球観測衛星 Terra と Aqua

の海色画像および陸域観測技術衛星だいち（ALOS）の RGP 画像等を利用した赤潮監視技術を導

入した。2008 年に周防灘から豊後水道沿岸にかけて広域な K.mikimotoi 赤潮が発生した際には、周

防灘で初期の赤潮発生が確認された段階で、周辺海域に対して赤潮への注意喚起が行われ、その後

の赤潮拡大に対して迅速な対応ができた。とくに、豊後水道北部沿岸の養殖場では、赤潮が移流す

る数週間前に赤潮の発生が予測できたことから、早期の赤潮対策によって漁業被害が最小限に抑え

られた。

発表者名 高野倫一･中村洋路･松山知正･坂井貴光･中易千早･近藤秀裕･廣野育生･福田 穣

表 題 ブリの細菌性溶血性黄疸の原因細菌のドラフトゲノム解析

場 所 平成 23 年度日本魚病学会春季大会

年 月 日 2011.3.27（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 細菌性溶血性黄疸の病原体細菌に関する基礎的情報の蓄積を目的として、ドラフトゲノム解析を

行った。JKBA-6 株菌体のゲノム DNA について、187,150 リードを解析し、約 6,500 万塩基対を解

読した。173,826 リードをアッセンブルし、コンティグが 215 配列、シングルトンが 2,345 配列得

られた。重複の無い配列の総和は 2,043,778bp であった。ORF は 1503 個予測され、1204 個の ORF

が何らかの既知遺伝子と相同性を示した。そのうち、Flavobacterium 属細菌が持つ遺伝子とトップ

ヒットした ORF が最も多く、滑走運動に関係する遺伝子も見つかった。

大分水研事業報告
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発表者名 松山知正･坂井貴光･高野倫一･中村洋路･中易千早･近藤秀裕･廣野育生･福田 穣

表 題 細菌性溶血性黄疸の病原体細菌の多型解析

場 所 平成 23 年度日本魚病学会春季大会

年 月 日 2011.3.27（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 細菌性溶血性黄疸に関する疫学的情報を得るために、AFLP 法, MLST 法, MLVA 法により、1991

年から 2010 年までに西日本 6 県で分離され、保存されていた黄疸病原体 31 株の多型解析を行った。

その結果、AFLP 法および MLST 法では菌株間の差異が検出されず、黄疸病原体は均一性の高い集

団と考えられた。MLVA 法では菌株間に多型性が見いだされた。反復回数に基づいた系統解析に

より形成された各クラスターは、分離年の近い株で構成される傾向が見られた。

発表者名 横山 博･Mark Freeman･福田 穣

表 題 養殖カワハギに発生した粘液胞子虫性やせ病

場 所 平成 23 年度日本魚病学会春季大会

年 月 日 2011.3.27（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 2009 ～ 2010 年に大分県で養殖カワハギが痩せ症状を呈して死亡する事例が発生した。トラフグ

等の海産養殖魚で知られている粘液胞子虫性やせ病が疑われたため、病カワハギの腸管から検出さ

れた粘液胞子虫の形態学的観察および遺伝子解析を行って種の同定を試みた。腸管の粘液胞子虫胞

子は、豆粒型で丸い極嚢を 2 個有し、長さ 8.4 μm、幅 8.1 μm、厚さ 12.4 μm、極嚢の径 2.5 μmで

あった。18S rDNA に基づく遺伝子解析の結果、トラフグ由来の Sphaerospora fugu と 99%以上一致

したが、数塩基の差異も見られた。以上の結果から、S. fugu であると考えられるものの、トラフ

グ株とは遺伝子型により区別できる可能性も示された。

発表者名 大久保誠・片山知史・行平真也・真田康広・清水昭男

表 題 カタクチイワシ LH 遺伝子の発現解析

場 所 平成 23 年度日本水産学会春季大会（東京都）

年 月 日 2011.3.30（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 カタクチイワシ仔魚（シラス）は、2010 年 6 月に佐伯湾のシラス漁で得られたものを RNAlater

で保存した。一方、成魚は、2010 年 3 月に三浦半島荒崎沖の定置網により採取した。これらを生

殖腺の発達状況により、シラス、周辺仁期、卵黄胞期、卵黄球期初期、卵黄球期後期、核移動期の 6

つに分類し、定量リアルタイム PCR により脳下垂体中の LH β鎖及び GTH α鎖の mRNA 数を調

べた。シラスの LH β鎖及び GTH α鎖の平均 mRNA コピー数は、約 1600 及び 4700 であった。卵

黄球期初期までの両者の平均コピー数は約 35 ～ 64 万及び 140 ～ 240 万であったが、卵黄球期後期

で約 90 万及び 450 万、核移動期で約 180 万及び 570 万と著しく上昇した。以上の結果から、ニシ

ン目魚類においても、LH が生殖腺の最終成熟に関与することが示唆された。また、脳下垂体中の

両遺伝子の mRNA 数は、生殖腺発達状況をよく反映しており、今後より多くのサンプルの解析を

行うことで、有効な生殖活性評価手段となると考えられた。
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浅海・内水面グループ

発表者名 伊藤龍星・原 朋之

表 題 食用海藻ヒジキの付着生物

場 所 平成 23 年度日本水産学会春季大会（東京）

年 月 日 2011.3.28（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 天然、養殖ヒジキに付着する生物の種類や付着時期等について調査した。天然ヒジキは 2003 年

度以降、大分県北部沿岸でヒジキを採取し、肉眼で確認できる付着生物の種類や付着部位、出現割

合等を調査した。養殖ヒジキは 2008 年度以降、大分県北部の干潟域で養殖されたヒジキを採取し

調査した。天然では付着生物がほとんど見られない海域と、毎年見られる海域があった。付着生物

は、動物ではコケムシ類やウミシバ類、海藻ではシオミドロ類やクロガシラ類、珪藻類等であった。

素干し乾燥後のヒジキに生じる白粉は、付着生物による場合とヒジキの成分による場合があった。

養殖ヒジキには、天然と同様の付着生物も見られたが、ムラサキイガイが目立つ場合があった。養

殖ロープを常に地面に接地するように張り込む（固定張り）と、付着器や主枝形成の発達不良が見

られたが、ムラサキイガイ付着防止の可能性も示唆された。

発表者名 三代和樹・齊藤 肇・秋山吉寛

表 題 アサリ資源回復にむけての人工転石帯の有効性と被覆網の効果

場 所 平成 23 年度日本水産学会春季大会（東京）

年 月 日 2011.3.28（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 調査はアサリの産卵が年に2度，春と秋に行われるため，浮遊幼生期を加味して着底盛期と考え

られる6月と11月，また，着底後の個体が目に付くと考えられる8月と1月に行った。各定点におい

て内径 65mm ×深さ 50mm のアクリルコアを用いてコア 0 － 10mm 層を初期着底稚貝分布層，10

－ 50mm 層をアサリ稚貝の分布層として調査を行った。同時に粒度組成分析を行い、中央粒径値

と初期稚貝の関係についても調査を行った。

砂質帯と転石帯における初期着底稚貝の数は調査を行った全ての月において転石帯の方が多く確

認された。粒度組成分析で得られた中央粒径値と初期着底稚貝数について調べたところ，中央粒径

値が大きいほど初期着底稚貝が多い傾向にあることがわかった。

発表者名 亘 真吾・村田 実・樋下雄一・三代和樹

表 題 瀬戸内海西部におけるハモの耳石輪紋の読み取り方法の検討

場 所 平成 23 年度日本水産学会春季大会（東京）

年 月 日 2011.3.28（震災で中止、要旨集は発行）

概 要 2010 年 6 ～ 9 月に、瀬戸内海西部の山口県、大分県の沿岸で捕獲されたハモについて、雌雄の

判定と全長の計測、耳石の摘出を行った。耳石の不透明帯から透明帯に変化する部位を輪紋とし、

輪紋数と核から輪紋までの長さを測定した。輪紋は、耳石を樹脂で包埋し切片を観察する横断面法

と、表面を研磨し樹脂で封入するのみの表面法を比較し、観察する向きの違いの影響についても評

価した。

観察方法の違いによる、読み取った輪紋の本数に偏りはみられなかった。成長に伴う耳石の湾曲

が小さいことから、観察する向きが読み取りに及ぼす影響は小さいと考えられる。表面法で計測し

た耳石長と全長には、正の相関が認められた。また、核から輪紋までの長さと全長の関係より求め

た輪紋形成時の推定体長は、輪紋数によらずほぼ一定であった。周年のサンプルが得られ耳石の輪

紋形成時期が特定できれば、年齢査定に利用できると考えられる。
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平成２２年度

浅海定線調査観測結果

（伊予灘・別府湾）

浅海定線調査定点図

（観測結果表の緯度・経度は日本測地系で示している）

平 成 22 年 度
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付表 ２０１０年４月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）
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付表 ２０１０年５月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

平 成 22 年 度



284

付表 ２０１０年６月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

大分水研事業報告
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付表 ２０１０年７月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）
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付表 ２０１０年８月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

大分水研事業報告
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付表 ２０１０年９月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

平 成 22 年 度
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付表 ２０１０年１０月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

大分水研事業報告
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付表 ２０１０年１１月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

平 成 22 年 度
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付表 ２０１０年１２月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）
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付表 ２０１１年１月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

平 成 22 年 度



292

付表 ２０１１年２月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

大分水研事業報告
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付表 ２０１１年３月 浅海定線調査結果（伊予灘・別府湾）

＊別府湾底層の平均値は、Stn31 を除く。 （COD：ppm、栄養塩：μM、DO：ml/l）

平 成 22 年 度
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平 成 ２２ 年 度

赤 潮 発 生 監 視 調 査

資 料 集

（調査は、原則として毎月中旬に実施したが、ここには毎月上旬の浅海定線調査時に行った調査結果も収録した。）

浅海・内水面グループ

浅海チーム

St.
1

2

3

4

5

北 緯 東 経

131°12′

131°18′

（調査定点の位置）

33°36′

33°38′

131°25′

131°28′

131°22′

33°39′

33°37′

33°36′

図1 赤潮発生監視調査定点

平 成 22 年 度
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表1 周防灘南部における種類別赤潮発生件数（実件数）

表3－1 気象、海象、水質調査結果

表2 周防灘南部における月別赤潮発生件数（延べ件数）



309平 成 22 年 度

表3－2 気象、海象、水質調査結果
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表3－3 気象、海象、水質調査結果
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表3－4 気象、海象、水質調査結果
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表4－1 プランクトン検鏡結果
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表4－2 プランクトン検鏡結果
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表4－3 プランクトン検鏡結果
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平成２２年度

水温・気温観測表

浅海・内水面グループ

内水面チーム

平 成 22 年 度
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平成２２年度

職 員 現 員 表

平成２３年３月末現在

水産研究部

部 長 技術職員 田 森 裕 茂

次 長 事務職員 土 谷 晃

○管 理 担 当 ○企 画 指 導 担 当

主幹研究員

○管理担当 （総括） 技術職員 坂 本 進

主幹（総括） 事務職員 山 本 勉 主幹研究員 技術職員 田 村 勇 司

主 査 事務職員 田 中 し げ み

主 任 事務職員 平 川 公 照 ○栽培資源チーム

主 事 事務職員 山 田 ま ど か 主幹研究員

事務補佐 藤 原 弘 樹 （ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ） 技術職員 井 本 有 治

主幹研究員 技術職員 景 平 真 明

○漁業調査船豊洋 主幹研究員 技術職員 真 田 康 広

船 長 技術職員 青 木 逸 男 研 究 員 技術職員 西 山 雅 人

機 関 長 技術職員 村 上 修 一 研 究 員 技術職員 白 樫 真

技 師 技術職員 児 玉 直 樹 研 究 員 技術職員 行 平 真 也

技 師 技術職員 田 邊 憲 和 研 究 員 技術職員 中 里 礼 大

技 師 技術職員 藤 澤 芳 宏

技 師 技術職員 武 内 建 茂 ○養殖環境チーム

主幹研究員

（ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ） 技術職員 福 田 穰

主幹研究員 技術職員 岩 野 英 樹

主幹研究員 技術職員 大 屋 寛

主任研究員 技術職員 宮 村 和 良

主任研究員 技術職員 木 本 圭 輔

研 究 員 技術職員 田 西 三 希 子

研 究 員 技術職員 松 井 崇 憲

平 成 22 年 度
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平成２３年３月末現在

浅海・内水面グループ

グループ長 技術職員 岩 本 郁 生

○管 理 担 当 ○内 水 面 チ ー ム

主 幹 事務職員 高 橋 勝 三 主幹研究員

事務補佐 安 東 欣 二 （ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ） 技術職員 福 田 祐 一

主任研究員 技術職員 内 海 訓 弘

○浅 海 チ ー ム 研 究 員 技術職員 朝 井 隆 元

主幹研究員

（ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ） 技術職員 樋 下 雄 一

主幹研究員 技術職員 伊 藤 龍 星

主任研究員 技術職員 畔 地 和 久

主任研究員 技術職員 江 頭 潤 一

主任研究員 技術職員 原 朋 之

研 究 員 技術職員 片 野 晋 二 郎

研 究 員 技術職員 三 代 和 樹

技 師 並 松 良 美
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